
プログラムの特徴

◦専門医と学位をオン・ザ・ジョブで取得する。
◦ がん多死時代に「五大がん」から「レアな臓器がん」までを診れる

腫瘍医を育てる。
◦ 拠点病院から在宅まで、幅広いフィールドで望まれ、活躍できる人材

を輩出する。
◦ がん薬物療法は内科学会他のサブスペシャルティに正式に承認さ

れた。
◦ がんゲノム医療を実践できる。

プログラムの説明

◦ 専門医研修（サブスペシャルティ）は秋田大学医学部附属病院と秋
田県内のがん拠点病院とタスキがけで専門医取得を目指すことが
できます。

◦ 高齢化＝「がん多死」社会です。メジャーながんの進行期からターミ
ナルケア（在宅）までを一貫して診れる「がんの総合医」を養成します。

専門医、指導医、出身地、施設認定、関連施設 など

1） がん薬物療法専門医、指導医（*）、施設認定（秋田大学医学部附属病院）
　 柴田浩行（愛知）*、福田耕二（秋田）*、吉田泰一（北海道）、島津和弘（千葉）
　 田口大樹（秋田）
2） 内科学会指導医　柴田浩行、福田耕二
3） 総合内科専門医　福田耕二
4） がん治療認定医　柴田浩行、福田耕二、島津和弘、吉田泰一、田口大樹
5） 消化器病専門医　吉田泰一
6） 消化器内視鏡専門医　吉田泰一

専 門 研 修
担 当 者
連 絡 先

柴田  浩行  教授

TEL.018-884-6261　FAX.018-884-6455
E-mail　hiroyuki@med.akita-u.ac.jp
HP　https://www.med.akita-u.ac.jp/~medonco/
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臨床腫瘍学講座

柴田  浩行 教授

腫瘍内科専門医プログラム

■取得までのキャリアパス

大学病院（基幹施設）
連携施設（認定施設）

一般病院

医師経験年数 1～2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目以降

技能研修

(社)大学院入学

サブスペシャルティ修練

科長経験

科長経験

サブスペシャルティ修練

技能研修 学位修得論文

専門医取得

専門医取得

学位論文

大学病院/大学院
大学病院（基幹施設）
連携施設（認定施設）

学位修得

留学

Ａコース
(専門医取得)

Ｂコース
（専門医取得＋学位修得）

社会人大学院

後期研修（専攻医研修）

初期臨床研修
（大学病院/一般病院）

初期臨床研修
（大学病院/一般病院）

◆主要なサブスペシャルティ：がん薬物療法専門医、がん治療認定医

秋田大学医学部附属病院
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